
Ｈ２受容体拮抗剤 

（裏面もごらん下さい。） 

謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚く御礼
申し上げます。 
　さて、弊社ではこのほど薬価基準に新たに収載されました東菱薬品工業（株）製造販売のＨ２受容体
拮抗剤 ガスメットD錠１０mg及びガスメットD錠２０mgを新発売させていただくことになりました。 
　どうか在来の製品ともどもよろしくお引立て賜りますよう、お願い旁々ご案内申し上げます。　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬白 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２０年７月 
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本剤はＨ２受容体拮抗剤であるファモチジンを水なし（唾液のみ）でも服用出来るように口腔内崩壊錠

として製剤化いたしました。 

○胃潰瘍、十二指腸潰瘍、吻合部潰瘍、上部消化管出血（消化性潰瘍、急性ストレス潰瘍、出血性胃 

炎による）、逆流性食道炎、Ｚｏｌｌｉｎｇｅｒ-Ｅｌｌｉｓｏｎ症候群 

○下記疾患の胃粘膜病変（びらん、出血、発赤、浮腫）の改善 

急性胃炎、慢性胃炎の急性憎悪期 

○胃潰瘍、十二指腸潰瘍、吻合部潰瘍、上部消化管出血（消化性潰瘍、急性ストレス潰瘍、出血性胃 

炎による）、逆流性食道炎、Ｚｏｌｌｉｎｇｅｒ-Ｅｌｌｉｓｏｎ症候群 

通常、成人にはファモチジンとして１回２０mgを１日２回（朝食後、夕食後または就寝前）経口投

与する。また、１回４０mgを１日１回（就寝前）経口投与することもできる。 

なお、年齢・症状により適宜増減する。ただし、上部消化管出血の場合には通常注射剤で治療を

開始し、内服可能になった後は経口投与に切りかえる。 

○下記疾患の胃粘膜病変（びらん、出血、発赤、浮腫）の改善 

急性胃炎、慢性胃炎の急性憎悪期 

通常、成人にはファモチジンとして１回１０mgを１日２回（朝食後、夕食後または就寝前）経口投

与する。また、１回２０mgを１日１回（就寝前）経口投与することもできる。 

なお、年齢・症状により適宜増減する。 

製品添付文書をごらん下さい。 
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使用上の注意

規 制 区 分  

貯 法  

使 用 期 限  

ＵＭ・０１１・０１１ＤＢ 

ＪＡＮシンボル 

ガスメットＤ錠１０mg
（ＰＴＰ）　１０錠×１０ （ＰＴＰ）　１０錠×５０ 

ガスメットＤ錠２０mg
（ＰＴＰ）　１０錠×１０ （ＰＴＰ）　１０錠×５０ 

ガスメットＤ錠１０mg

ガスメットＤ錠２０mg

２０６１６ 

２０６１７ 

２ 

９ 

２０６１８ 

２０６１９ 

６ 

３ 

メーカーコード〔１９７〕 

品　　　　名 規格・包装 薬価基準 包装薬価 梱包単位 備考 統一商品コード 

１０錠×１０ 

１０錠×５０ 

（ＰＴＰ） 

１０錠×１０ 

１０錠×５０ 

（ＰＴＰ） 

円 円 

ガスメットＤ錠１０mg

ガスメットＤ錠２０mg

１０錠×１０ 
（ＰＴＰ） 

１０錠×５０ 
（ＰＴＰ） 

１０錠×１０ 
（ＰＴＰ） 

１０錠×５０ 
（ＰＴＰ） 

品　　　　名 規格・包装 
個　　　　　　　　装 外　　　　　　　　装 

重量（ｇ） 縦×横×高さ（ｍｍ） 重量（ｋｇ） 縦×横×高さ（ｍｍ） 

４７ 

１８４ 

５０ 

２００ 

４５×１４０×３５ 

４３×１４０×１１５ 

４５×１４０×３５ 

４６×１４５×１１５ 

 

２９４×３６７×２５０ 

２９４×４６０×１３５ 

２９４×３６７×２５０ 

３０６×４９０×１３５ 

５.２ 

４.２ 

５.５ 

４.６ 

１,８２０ 

９,１００ 

１８.２０ １００ 

２０ 

１００ 

２０ 

４,５２０ 

２２,６００ 

４５.２０ 


